






















































らす村	ができた｡ 雇い人の立場にたつと､ カントリーハウスは､ 労働の場所で
あった｡ (ホーン, 2005；
, 1995)
カントリーハウスは､ 地主階級の社交の舞台であった｡ かれらは､ 冬期の国会のある時期は､
ロンドンにあるタウンハウスで政治と社交のシーズンを過ごし､ 夏期には､ それぞれの地所に
あるカントリーハウスに戻った｡ カントリーハウス所有者の上流階級はお互いの地所に招きあ
い､ もてなしあった｡ かれらは､ 狩猟などのスポーツをカントリーハウスのある地所で行った｡
カントリーハウスをもてなしの場所として魅力的に保つということが､ 地主として地所を運営









という語がキーワードとなっている｡ には､ ｢１. 丁寧な､ 礼儀正しい､ ２. 洗練され
た､ 高尚な､ ３. 上品な､ 教養のある；上流の｣ (『ジーニアス英和大辞典』 による) などの一
般的な意味があるが､ 18世紀以降､ は上流社会のメンバーがとるべき行動規範のひとつ
としてみなされるようになった｡ カントリーハウスの空間では上流社会の人びとはとい
う価値基準によって互いに判断し､ な言動が求められた｡ カントリーハウスは､ ホスト
にとってもゲストにとってもが実践される場所であった｡
歴史学者の  は､ !"#$%"&というタイトルの著書のなかで､ 18世紀
のイングランドの庭園と社会をという視点から読み解いた｡ 従来は､ およそ二百家族程
度の世襲貴族階級とジェントリとよばれた平民である地主との間には身分の違いがはっきりし





































一方､ 新興勢力の経済的な活躍の場所は､ 英国内にとどまらなかった｡ 新たにカントリーハ
ウスの所有者となった新興勢力の富の多くは､ 西インド諸島にある黒人奴隷労働によって支え
られたプランテーションや新世界や植民地との貿易の利潤によっていた｡ 18世紀の上流階級の
世界を描いたジェーン・オースティンの小説 『マンスフィールド・パーク』 では､ マンスフィー
ルド・パークの地主サー・トマス・バートラムは西インド諸島のアンティグア諸島に砂糖プラ
ンテーションの地所を所有していた｡ バートラムは､ 小説の中で､ アンティグア諸島と英国の
間を行き来する｡ マンスフィールド・パークにおける物質的に贅沢なライフスタイルは､ アン
ティグア諸島の砂糖プランテーションからあがる富によって支えられていた｡ 英国は帝国を地
球的規模に､ 西南アフリカ､ インド､ カナダ､ オーストラリア､ 西インド諸島にまでのばしつ

























レスクとは18世紀の英国で､ 生み出された新しい美の規範である｡ 18世紀には､ 貴族の子弟の
間で､ グランドツアーと呼ばれるイタリア旅行が流行した｡ (本城, 1995；岡田, 2010；
, 1996) かれらがグランドツアーの目的地ローマで夢中になってみたものは多くの古代




た種類の､ 比較的おだやかな風景｣ (川崎, 1991) である｡ ピクチャレスクとは､ クロード・
ロランの絵画に見られるようなある特定の絵画美であった｡ ユヴェデイル・プライス		
 
	のピクチャレスクの定義は ｢荒々しさ､ 複雑さ､ 不規則性を特色とする小規模な風景で､





ちに多く描かれ､ 詩に詠われた｡ 一方18世紀後半の英国をめぐる社会世相を考えると､ 対岸で
はフランス革命がおこり､ 英仏戦争が勃発した｡ 18世紀は社会不安の時代でもあった｡ この時
代と廃墟のような ｢不規則で荒れた感じ｣ や ｢心たのしい恐怖感｣ を誘うピクチャレスク趣味










































































	と名付け直した｡ (	, 1995) 修道院の規模のランクでいえば､





































屋があり水車が動いていた｡ 邸宅の東南には とよばれる魚の池がある｡ 修道院で
































をピストルの射撃の練習場にし､ 大ダイニング () を
ボクシングやフェンシングの練習場にした｡ 邸宅でのバイロンの放蕩生活も規模が大きくなっ
た｡ 邸宅を整備するためのお金は潤沢ではなかった｡
バイロンは放蕩をし尽くし､ 財政難であった｡ バイロンの奇行はとどまらない｡ 彼は修道院
時代にあると伝えられた埋蔵金を掘り出そうとして邸宅の北側の庭園地を発掘するほどであっ
た｡ 結局バイロンは埋蔵金を発見できなかったが､ 彼の庭師はオーガスティン派の修道士の頭
骨を発掘した｡ バイロンは､ これをノッティンガムの金細工師に持ち込み､ 酒杯として加工を
頼んだ｡ この髑髏の酒杯は友人たちとの宴で使用された｡ これは趣向をこらしたアトラクショ
ンでありもてなしとなった｡ (	, 1978；, 1987)
彼は､ 熊､ 多くの犬､ 亀､ ハリネズミなどの多くの動物を邸内で飼っていた｡ 彼は愛犬であ
るニューファンドランド犬の !を1808年11月に亡くした｡ 彼は､ 死を悼んで1808年か
ら1809年にかけての冬 !の大きな記念碑を邸宅の東側の庭園に建立した｡
バイロンは1809年ポルトガル､ スペイン､ ジブラルタル､ マルタ島､ アルバニア､ ギリシャ､
小アジアなどへ向かってグランドツアーに従者と友人たちとともに旅立った｡ 1811年７月に英
国に帰国して､ 旅行中の見聞を 『貴公子ハロルドの巡礼』 としてまとめさらに文学的に成功す
る｡ (笠原, 2009)
詩人は､ 1808年から1814年まで６年間ニューステッド・アビーに居住した｡ バイロンは私生










































(出典： ("(), 2004) より一部改変)
英国のカントリーハウス庭園とポライト・ツーリスト 19世紀後半から20世紀のニューステッド・アビーを中心に
























































にスノードロップ､ クロッカス､ 水仙が美しく咲く｡ ヴィクトリア時代に流行したウィリアム・

























































































－1875年頃に活躍し､ 犬などの動物や狩猟の場面を描くのが得意であった｡ この画家は､ ウェ









































ン派の詩人として現在でもグローバルな人気を誇っている｡ (, 2004) バイロンが､ ギリ
シャ本土のメッサロンギにて1824年に亡くなった後､ ニューステッド・アビーには文学巡礼者
がポライト・ツーリストとして多く訪れた｡































ワイルドマン家の所有時代 (1818－1860) の最初期のガイドブックは､ による｡ ウェ
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